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た
す
け
合
い
募
金
運
動

赤
い
羽
根
て
み
ん
な
じ
め
わ
ぜ

に

村大

毎
年
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
一
角
じ
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
る
9

赤
い
羽
川
棋
F

共
同
募
金
運
動
は
、
わ
が
国
伝
統
の
美
風
で
あ
り
国
民
助
け
合
い
募
金

で
早
く
も
十
年
の
歳
月
を
経
ま
し
た
。

(旬刊)

者新
毒殺
菌育
民委
整員
長決
て石
瀬
氏

昭和:n年 10月1;目

十
月
一
日
か
ら
教
肖
署
員

-場
郷
、
東
大
工
学
部
卒、

会
法
に

代
る
地
方
教
育
行

一元
海
軍
技
術
大
佐
、
=
変

政
つ
組
織
u
A
ぴ
運
替
げ
に
関

一治
時
所
岡
崎
託
、
大
付
青
果
-

す旬
。
法
律
が
施
行
さ
れ
る
一
社
長

こ
・
と
に
在
h

り
、
三
れ
に
基

一ム
常
永
小
次
郎
へ
的
ゾ
皆

イ
い
て
、
新
教
育
香
員
に

一間
一
郷
、
長
崎
削
純
卒
、
元

次
の
丘
氏
が
決
定
し
た
。

二一
一城
小
学
校
長
、
前
市
会

ム

一
淵
亘
ハ
問
V

昭
和
遇
議
員
、
農
業

東
大
工
挙
部
卒
、
粍
崎
大

一A
永
間
接

一
ハ
前
ゾ
乾
馬

準
諦
削
、
二
十
七
年
教
育

-場
郷
水
田
、
大
村
中
準
卒

長

一

元

海

軍

機

関

大

位

、

農

業

A
朝
長
安
局
ハ
時
ゾ
玖
島
一
取
お
委
員
長
に
は
永
間
接

郷
、
長
崎
師
範
卒
、
本
年
二
氏
教
育
長
に
一
瀬
亘
氏

一
一
月
大
村
中
学
校
長
退
職

一が
決
定
し
た
。

A
ぬ
ム

7m-和
夫
へ
沼
ノ
乾
鳴

(教
宵
委
員
会
J

之
の
「
市
政
化
よ
り
」

十
月
一
日
市
民
制
限
か
ら
法
附
し
ま
し
台
。

l:t 

す
る
が
如
、ぎ
は
醗
U
て
お

っ
て
は
な
ら
在
い
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
き
巴
県
理
事
会
お
よ
び

配
分
零
員
会
に
よ
っ
て
事

件
医
上
る
損
害
ば
県
共
同

募
金
会
長
の
責
任
に
お
い

て
立
替
え
処
迎
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
-

す。を
お
咋
年
当
市
の
目
樽
額

ば
間
十
六
石
二
千
円
で
実

献
は
一一一十
七
万
六
千
九
百

六
十
九
円
で
、
配
分
を
受

け
托
金
額
は
、

A
大
村
子
供
の
家

七
千
六
百
円

A
大
村
善
隣
会

百
円

A
菅一
潮
保
育
関

第 一 回
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所所舘 所院所 所所院 所
}ゐ

ム
実
施
場
所
お
よ
び
期

時
日

十
万
六

1:言、識す

共用募金

二
万

一
万
五

午

和
文
タ
ィ

.5
7
L

の
検
定
試
験
一
中
央
公
民
館
で
ほ
料
理
諮

ム
キ
刷
出
!
日
本
商
工
会
議
習
会
を
次
の
と
お
わ
開
催

所
、
各
地
商
工
会
議
所
一
す
る
。

ム
施
行
期
日
:
・
昭
和
三
十
一
A
日
時
・
:
十
月
九
日
午
後

一
年
十
月
一
一十
八
日
ハ
日
一
一
一
時

V

午
前
九
時

一

ム
場
所
・:
中
央
公
開
館

一企
試
験
場
:
・
大
村
向
陽
高
一A
講
習
内
容
:
・
鶏
の
解
体

等
学
校

一

チ
キ
シ
ラ
イ
ス

外
鶏
料

A
検
定
紋
;・一一級

t
五
級
一

理
二
口叩

一A
巾
込
メ
切
:
・
昭
和
三
十
一企
参
加
資
格
・
:
男
女
を
尚

二

年
十

月

十

日

一

わ

子

一A
申
込
先
:
・
大
村
商
工
会
一
A
講
師
:・
犬
村
保
健
所
関

一議
所

Jdazgヨ
usa-一
柴
養
士

l
i
l
l
1
1
1
1
1
l
l

て
&
申
込
:
・
材
料
費
実
費
四

ド
ド
う
旧
山
A
口
d
リ

F
乙
ヤ
へ
ド
h

一
十
五
同
一
に
米
一
合
二
勺

オ
伝
書
似
腕
骨
尚
周
到
-H
一
を
添
え
、
十
月
八
回
ま

一

で
中
央
公
民
舘
へ
申
込

配

給

量

の

年

令

別

区

分

を

廃

止

一

む
こ
と
。
(
間
十
名
に

一
達
す
れ
ば
〆
切
る
-v

十
月
一
日
か
ら
米
の
問
給

一ム
職
場
閉
給

一

ハ

中
央
公
民
舘
》

制
度
が
改
正
に
な
り
ま
し
一
従
来
立
労
務
加
配
制
度
一

1
1
1
1
1
1
1

ド
改
氾
点
は
火
の
遇
り
一
一
山
一
山
口

M
f
同

d
J
救
念
法
の
講
習

ム
基
本
国
治

一

実
地
要
領
ば
冷
ん
や
」
、
一
日
中
亦
長
崎
県
支
部
で
は
放

問
給
量
一

人
一
ヵ
月
十

一

努
務
畑
町
制
度
L
L
同
様
一
念
法
の
訴
習
会
を
十
月
十

日
八
刀
(
内
準
内
地
米
二
一
で
あ
る
。

一
目
、
十
一
日
中
央
公
民
館

日
分
J

一ム
業
務
用
副
総

一
で
行
い
ま
す
。

4

日
一
人
当
り
一一
-百
ベ
一
米
飯
地
供
業
者
と
対
し
一
受
講
有
望
の
方
ぼ
十
月
八

十
五
グ
ラ
ム
ハ
内
地
米
一
業
務
用
と
し
て
内
地
米
↑
自
主
ぜ
福
祉
事
務
所
へ
申

の
価
俗
は
従
来
高
り
、
一
準
内
地
米
、
外
米
を
間
一
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

準
内
地
米
は
七
十
五
品
一
給
す
る
こ
と
止
在
っ
た
一
詳
細
は
申
込
の
際
お
知
ら

(
一
円
五
ヤ
境
安
J

従
一ム
完
全
白
米
も
配
給
一
せ
し
ま
す
。

来
平
令
別
の
配
給
区
分
一
現
在
ま
?
問
給
さ
れ
た
内
↑
(
福
祉
事
務
所
ぱ

が
底
止
さ
れ
た
ゾ
一
地
米
は
、
七
分
掲
米
安
一

1
1
1
1
1
1
1

ム
ι九
一
一
帯
月

十

日

分

、

日

幻

自

初

心

主

は

い

一

台

風

被

災

者

へ

剛
山
給
価
格
が
甲
、
乙
、
白
河
全
白
米
ヘ
歩
止
り
九
十
一

見
舞
金
品
を
寄
贈

丙
、
了
の
何
段
階
に
区
二

%
J
を
問
給
タ
る
こ
と
一

会
A

」
れ
た
が
、
犬
付
市
一
主
在
っ
た
価
格
は
幾
分
直
一
九
号
、
十
二
号
台
風
に
よ

ほ
乙
地
で
一
キ
ロ
当
b
一
上
け
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
町
一
る
市
内
の
被
災
者
へ
主
、

八
十
二
円
で
あ
る
。
一
が
、
現
在
未
定
(
市
民
課
)
一
之

の
忠
明
の
金
口
削
が
寄
託

-
1
101
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
--
-
--

F
3

t
た《

第

七

回

玄

国

産

共

進

会

一
一
一
ぶ
仁
川
間
…
口
一一

日
月
日
日
西
中
校
庭
で

一日
ー
は
以
刊
A
U
U

市
内
高
曜
の
改
良

γ

増
産
一
午
前
八
時
ま

e

一
二
区
子
供
会
〉

お
よ
び
有
高
農
業
の
持
及
一
⑨
雨
天
の
際
は
順
延
J

一
(
楕
社
…
鼎
務
所
)

を
図
る
た
め
、
第
七
同
大
一
八
一
場
附
:
・
凶
大
村
中
学
校
一

村
市
畜
産
共
進
会
を
次
の
一
校
庭

一九

三
お
わ
開
催
し
ま
す
の
で

一A
出
品
高
問

、

頭

数

一

一

多
数
御
臨
時
晶
く
だ
さ
い
。
一
乳
牛
凶
十
、
和
牛
八
十
一

ム
日
時
:
・
十
月
十
日
午
前
一
馬
二
十
、
豚
三
十
、
細
一

九
時

一
羊
四
十
八
、
山
羊
ニ

a

十
一

ハ
①
出
品
畜
D
受
付
は
一
種
鶏
二
十
(
経
済
課
ぜ

て
鶏
料
理

ω誹
朔
日

タ
バ
コ
は市

内

て



L第117号、

号
、
小
学
4
K
よ
る
も

の一

陀
か
け
る
と
止
。

一同席
銀
戎
は
人
の
着
て
い
る

一
昭
和
コ
一十

一
年
九
月
二
十

一
十
問
キ
ロ
で
進
行
、一

一十
一度
、
北
東
に
特
進
、
速
度
一
っ
た
。
一
一
十
七
日
大
村
も

ゾ
が
学
校
三
祈
直
室
や
海
一
へ
被
害
ば
全
部
、
加
問
…硝
錠
一羽
織
を

「ス

n'
」
取
る
位
一五
日
六
時
現
在
、
宮
古
島
一
五
日
十
五
時
北
陀
鱒
向
の一

を
増
し
、一

一十
六
日
十
五

一秋山
川れ
の
好
天
気
三
在
。

水
浴
場
m
枕
衣
場
荒
し
を
一
自
転
車
で
あ
る
)

{
令
問
一は
朝
飯
前
だ
っ
た
と
い
う
一

の
南
東
方
約
二
百
三
十
キ
一
気
配
を
示
し
十
八
時
北
々

一時
鹿
児
島
の
南
々
西
約
三一
九
号、

十
一
一号
で
苦
し
め

し
て
い
る
の
?
、
子
供
で
一
句
嬰
件
で
も
鍵
を
か
け
る
一
三
色
で
す
が
、
「
ス

p
」
一ロ

の
海
上
に
中
心
示
度
九
一
東
に
特
進
、
同
時
刻
、
低
一百
キ
ロ
で
は
中
心
示
度
九
一
ら
れ
た
大
村
市
も
ホ
ヲ

と

あ
る
主
い
う
安
易
在
考
え

一神
間
在
つ
け
る
。

一
に
は

ハ
サ
ミ
、
カ

ミ
ソ
リ

一百
七
十
ミ
9
パ
ー
ル
、
中
一
気
腿
ほ
朝
鮮
附
近
か
ら
日
一
百
五
十
三
ミ
リ
パ
ー
ル
、

一胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

-

f

o

一
を
扮
て
s

千
件
で
あ
っ
て
も
一
③
鍵
は
而
倒
で
も
前
車
輪
一
た
ど
を
使
用
し
て
、
カ
パ
一
心
附
近
の
最
六
風
速
川
半
一
本
海
じ
入

り
北
聞
の
風
十
一中
心
最
大
四
十
五
米
、
時
一

十
五
号
台
風
は
シ
ペ

9

秋
の
遁
閉
会
や

ν
?
ェ
年
ら
れ
た
物
も
返
っ
て
来

T
視
人
h
T

向
け
る
之
と

一般
車
ヱ
ハ
ー
す
る
こ
と

0
7沌
従
軍
品
川
に
か
け
る
よ
う
一
ン
、
洋
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
一
五
米
を
示
し
て
い
た
台
風
一
米
内
外
三
な
り
こ
れ
に
伴

一速
一
位
キ

ロ
で
北
東
に
進
一
ヤ
の
高
気
一
肢
が
張
り
出

祭

一

肌

た

き

多

一

ま

ヤ

ん

。

モ

れ

で

お

在

い

③

不

必

要

た

も

の

宏

教

室

一

応

一

一

一

一

一

一

数
の
人
が
集
。
、
さ
に
運
了
、

次
の

v
L
P守
っ
て

一内
や
そ
の
他
の
施
設
、
股
一
白

一

時

車

に

は

一
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計
約
け
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げ
け
い
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句
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附
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西
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線
で
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下
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れ
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十
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ま
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れ
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日

間
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刊
は
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け
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間
関
口
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勺
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き
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入
れ
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一
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れ
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を
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ら
れ
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中
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五

台

風
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⑦
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転
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翌
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ら
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と
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を
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、
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、
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が
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く
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問
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踏
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西
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反
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が
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台
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台
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⑥
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縛
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、
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が
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。
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、
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菟
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を
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管
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付
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固
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嫌
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潔
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①
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司
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受
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岬
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で

一
て
、
地
方
産
業
お
よ
び
貿

一

ハ

市

民

課

)

一

れ

ま

す

。

一

い

之

と

一

忙

し

い

中

で

は

あ

り

ま

一

の

間

在

く

、
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湖
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叩
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問

刊
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、
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